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申請はお早めに
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伊
丹
広
報
３
面

１
１
１
５
０
３

井
❶
岡
❷
藤
❸
岡
❹
井
❺
岡
❻
岡
❼
井
❽
井

★
イ
オ
ン
モ
ー
ル
伊
丹
昆
陽
で
出
張

申
請
窓
口
を
開
催

１２
月
１７
日
㈯
・

１８
日
㈰
の
午
前
１０
時
〜
午
後
５
時

（
受
け
付
け
は
午
後
４
時
半
ま

で
）
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
伊
丹
昆
陽
２

階
の
デ
ッ
キ
（
池
尻
４
）
で
出
張
申

請
窓
口
を
開
催
し
ま
す
。

定
員
は
各
５０
人
。

(
市
市
民
課
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
担
当

へ
。
先
着
順
。

無
料
で
写
真
撮
影
を
行
い
ま
す
。

★
日
曜
で
も
申
請
で
き
ま
す
「
窓
口

休
日
開
庁
」

休
日
に
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
カ
ー
ド
の
申
請
・
交
付
、
マ
イ
ナ

ポ
イ
ン
ト
の
相
談
な
ど
が
で
き
る
窓

口
を
次
の
通
り
開
設
し
ま
す
。

▽
日
時
!
１２
月
４
・
１１
・
２５
日
の

日
曜
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
▽
会
場

!
市
役
所
１
階
の
市
民
課
窓
口
。

無
料
で
写
真
撮
影
を
行
い
ま
す
。

★
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
予
約
で
待
ち

時
間
が
短
く

１２
月
５
日
以
降
の
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
受
け
取
り
予

約
が
で
き
ま
す
。

予
約
に
は
、
交
付
通
知
書
（
は
が

き
右
上
）
に
記
載
し
て
い
る
製
造
管

理
番
号
が
必
要
で
す
。

予
約
は
、
受
け
取
り
希
望
日
の
４

開
庁
日
前
ま
で
に

▽
予
約
サ
イ
ト

（
下
二
次
元
コ
ー

ド
か
ら
読
み
取
り

可
）
か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
▽
市
市

民
課
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
担
当
に
電
話

を
。

★
マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
申
し
込
み
受
け

付
け

マ
イ
ナ
ポ
イ
ン
ト
第
２
弾
の

申
し
込
み
を
受
け
付
け
し
て
い
ま

す
。
ポ
イ
ン
ト
の
付
与
に
は
期
限
が

あ
り
ま
す
。申
し
込
み
は
お
早
め
に
。

対
象
は
▽
１２
月
３１
日
ま
で
に
同
カ

ー
ド
を
申
請
し
た
人
（
既
に
同
カ
ー

ド
を
持
っ
て
い
て
第
１
弾
を
利
用
し

て
い
な
い
人
含
む
）
!
最
大
５
千
円

▽
健
康
保
険
証
利
用
登
録
を
し
た

人
、
公
金
受
取
口
座
を
登
録
し
た
人

!
各
７
千
５００
円
―
―
相
当
の
ポ
イ
ン

ト
を
付
与
。

申
し
込
み
は
来
年
２
月
２８
日
ま

で
。
詳
し
く
は
、
同
ポ
イ
ン
ト
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
確
認
を
。

＊

＊

問
市
市
民
課
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
担
当

!

７８４
・
８
１
２
１
。

◆
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
国
民
年
金

手
続
き
の
電
子
申
請
が
で
き
ま
す

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
持
ち
、
マ

イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
の
利
用
登
録
を
行
っ

た
人
は
同
ポ
ー
タ
ル
か
ら
国
民
年
金

手
続
き
の
電
子
申
請
が
で
き
ま
す
。

対
象
手
続
き
は
▽
国
民
年
金
第
１

号
被
保
険
者
加
入
の
届
出
（
退
職
後

の
厚
生
年
金
か
ら
の
変
更
な
ど
）
▽

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・
納
付
猶

予
の
申
請
▽
国
民
年
金
保
険
料
の
学

生
納
付
特
例
の
申
請
。

問
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル
!

０
５
７
０
・
００３
・
００４
。

レ
シ
ー
ト
集
め
て
応
募
し
よ
う

抽
選
で
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市
は
、
「
ま
る
ご
と
伊
丹
〜
レ
シ

ー
ト
で
当
た
る
カ
モ
！
〜
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
を
、
次
の
通
り
開
催
し
ま

す
。１１

月
１
日
〜
１２
月
３１
日
に
市
内
の

店
舗
な
ど
で
買
い
物
を
し
、
レ
シ
ー

ト
（
税
込
５
千
円
以
上
。
合
算
可
）

を
添
え
て
応
募
し
た
市
民
の
中
か
ら

抽
選
で
、
市
内
事
業
者
が
提
供
す
る

ギ
フ
ト
（
３
万
円
、
１
万
円
、
５
千

円
相
当
の
い
ず
れ
か
）
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

応
募
期
間
は
、
１１
月
１５
日
〜
来
年

１
月
１０
日
。

応
募
で
き
る
ギ

フ
ト
は
１１
月
１５
日

か
ら
市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（
下
二
次
元

コ
ー
ド
か
ら
読
み
取
り
可
）
で
確
認

で
き
ま
す
。

問
ま
る
ご
と
伊
丹
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
!

０５０
・
５
５
２
７

・
７
２
８
４
。

◆
第
１
回
都
市
計
画
審
議
会
を
開
催

１１
月
１６
日
㈬
午
前
１０
時
、
市
役
所
議

会
棟
３
階
の
第
２
委
員
会
室
で
。

議
題
は
「
阪
神
間
都
市
計
画
生
産

緑
地
地
区
（
伊
丹
市
決
定
）
の
変
更

に
つ
い
て
【
諮
問
】
」
、
「
特
定
生
産

緑
地
の
指
定
手
続
き
完
了
に
つ
い
て

【
報
告
】」。

定
員
５
人
。
傍
聴
希
望
者
は
当
日

午
前
９
時
半
ま
で
に
直
接
、
会
場

へ
。
希
望
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

問
市
都
市
計
画
課
!

７８４
・
８
０
６

７
。

◆
兵
庫
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン
ク
ー
ル

結
果

統
計
知
識
の
普
及
向
上
と
表

現
技
術
の
研
さ
ん
に
役
立
て
る
「
令

和
４
年
度
兵
庫
県
統
計
グ
ラ
フ
コ
ン

ク
ー
ル
」
で
市
内
か
ら
次
の
通
り
受

賞
さ
れ
ま
し
た
（
敬
称
略
）。

【
第
１
部
（
小
学
１
・
２
年
生
）
】

入
選
!
立
石
ひ
か
り
（
天
神
川
小
１

年
）。

%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%#%

11
月
30
日
ま
で
に
申
請
を

設
備
等
導
入
補
助
金

市
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
拡
大
、
資
源
価
格
高
騰
な
ど

の
影
響
に
よ
り
売
り
上
げ
が
減
少
し

た
市
内
の
中
小
企
業
者
に
対
し
、
事

業
力
向
上
や
感
染
防
止
対
策
の
取
り

組
み
費
用
に
つ
い
て
１０
〜
５０
万
円
を

次
の
通
り
補
助
し
ま
す
。

【
対
象
者
】
３
月
３１
日
ま
で
に
創

業
し
、
同
感
染
症
や
資
源
高
騰
の
影

響
を
受
け
、
４
月
か
ら
申
請
日
が
属

す
る
月
の
前
月
ま
で
の
任
意
の
１
月

の
売
り
上
げ
が
平
成
３１
年
〜
令
和
３

年
の
い
ず
れ
か
の
年
の
同
月
の
売
り

上
げ
と
比
較
し
て
１０
㌫
以
上
減
少
し

て
い
る
中
小
企
業
者
。

【
対
象
外
】
▽
国
が
実
施
す
る
事

業
再
構
築
補
助
金
の
採
択
者
▽
風
営

法
関
連
事
業
者
▽
開
業
届
を
提
出
し

て
い
な
い
事
業
者
―
―
な
ど
。

【
補
助
率
】
▽
購
入
や
発
注
先
が

市
内
の
中
小
企
業
者
の
事
業
所
・
店

舗
の
場
合
!
３
分
の
２
▽
同
事
業
所

以
外
の
購
入
や
発
注
!
２
分
の
１
。

【
補
助
対
象
】
▽
事
業
力
・
生
産

性
の
向
上
に
資
す
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル

や
設
備
な
ど
の
購
入
費
▽
事
業
所
の

職
場
環
境
改
善
、
業
務
の
効
率
化
、

品
質
向
上
の
た
め
の
設
備
・
備
品
購

入
費
か
工
事
費
▽
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
を

見
据
え
た
、
感
染
症
防
止
対
策
事
業

費
・
設
備
費
―
―
な
ど
。

(
所
定
の
申
請

書
（
下
二
次
元
コ

ー
ド
か
ら
読
み
取

り
可
）
に
必
要
事

項
を
書
き
、
必
要
書
類
を
添
え
て
、

１１
月
３０
日
ま
で
に
郵
送
（
必
着
）
で

〒
６６４
・
８
５
０
３
伊
丹
市
役
所
商
工

労
働
課
（
!

７６４
・
７
７
４
９
）
へ
。

◆
経
営
者
の
退
職
金
「
小
規
模
企
業

共
済
制
度
」

国
が
作
っ
た
退
職
金

の
積
み
立
て
制
度
で
す
。

月
額
千
〜
７
万
円
の
範
囲
で
設
定

で
き
、
掛
け
金
は
所
得
控
除
の
対
象

に
な
り
ま
す
。

対
象
は
▽
個
人
事
業
主
▽
小
規
模

企
業
の
経
営
者
・
共
同
経
営
者
と
役

員
。問

（
独
）
中
小
企
業
基
盤
整
備
機

構
!

０５０
・
５
５
４
１
・
７
１
７
１
。
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伊
丹
の
歴
史
に

触
れ
て
み
ま
せ
ん
か

毎
年
１１
月
は
「
ひ
ょ
う
ご
ヘ
リ

テ
ー
ジ
マ
ン
ス
」
と
銘
打
ち
、
県

下
市
町
に
お
い
て
文
化
財
・
歴
史

遺
産
に
関
わ
る
事
業
が
実
施
さ
れ

ま
す
。

本
市
に
お
い
て
も
、
市
内
社
会

教
育
施
設
や
文
化
財
保
護
団
体
と

共
に
「
伊
丹
市
文
化
財
保
護
啓
発

事
業
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

月
半
ば
と
な
り
ま
し
た
が
、
行
基

や
有
岡
城
に
関
す
る
講
演
会
や
、
御

願
塚
古
墳
の
フ
ォ
ト
コ
ン
テ
ス
ト
、

清
酒
発
祥
の
地
な
ら
で
は
の
講
座
、

毎
年
恒
例
の
市
内
史
跡
一
斉
清
掃

（
１１
月
２６
日
㈯
開
催
）
な
ど
の
事
業

が
開
催
さ
れ
ま
す
。

皆
さ
ん
の
住
ん
で
い
る
地
域
に
つ

い
て
、
よ
り
身
近
に
、
よ
り
深
く
知

る
機
会
に
な
る
か
と
思
い
ま
す
。
詳

し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

し
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

１８
日
㈮
か
ら
は
埋
蔵
文
化
財
セ
ン

タ
ー
で
、
企
画
展
「
安
土
桃
山

伊

丹
の
陶
器

村
重
は
武
将
で
あ
り
、

茶
人
で
も
あ
っ
た
」
が
始
ま
り
ま

す
。千

利
休
（
宗
易
）
生
誕
５００
年
で
あ

る
今
年
。
茶
を
通
じ
、
利
休
と
縁
深

か
っ
た
荒
木
摂
津
守
村
重
の
居
城

「
有
岡
城
」
の
発
掘
調
査
で
出
土
し

た
遺
物
、
中
で
も
陶
器
か
ら
、
村
重

が
活
躍
し
た
室
町
末
期
〜
江
戸
初
期

!
安
土
桃
山
時
代
の
伊
丹
を
考
え
て

み
ま
す
。

本
市
の
歴
史
は
古
代
か
ら
近
現
代

ま
で
長
く
・
奥
深
く
、
有
形
・
無
形

の
文
化
財
、
史
跡
・
埋
蔵
文
化
財
を

は
じ
め
と
し
、
文
学
碑
・
古
道
な
ど

見
ど
こ
ろ
満
載
で
す
。

市
内
に
残
る
、
歴
史
・
文
化
財
を

学
び
、
も
っ
と
伊
丹
を
好
き
に
な
り

ま
せ
ん
か
。
参
加
・
見
学
な
ど
を
通

し
て
、
我
が
町
「
伊
丹
」
の
、
住
ん

で
い
る
地
域
へ
の
愛
着
・
関
心
の
高

ま
り
に
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て

い
ま
す
。

問
市
文
化
振
興
課
文
化
財
担
当
!

７８４
・
８
０
９
０
。

企画展「安土桃山 伊丹の陶器 村重は武
将であり、茶人でもあった」の展示品

注意しましょう

野鳥との接し方
国内で鳥インフルエンザの発生が確認されまし
た。鳥インフルエンザは、野鳥観察などの通常の
接し方では人に感染しないと考えられているた
め、過度の心配は不要です。
ただし、野鳥はさまざまな細菌や寄生虫を持っ
ているため、次の点に注意しましょう。
▷野鳥には素手で触れない▷野鳥のふんに触れ
た場合は、丁寧に手を洗う▷野鳥のふんが靴の裏
につかないよう、近づき過ぎない▷野鳥を追いか
けたり捕まえたりしない▷野鳥との接触を避ける
ため、えさを与えない▷飼育している鳥を野鳥と
接触させない。

市農業政策課!７８４-８０５０


